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WhendteLangmuirprobemethodisapplied to theioniヱed gasin explosive
shockwaves,someunknowrLeffectsdist血bthemeasurementespeciallyintheregion

oflowerappliedvoltage.Investigatingtheeffects,theauthorfoundakindofelectr〇･
motiveforceappearedonaProbesetinthepath oftheshockwaves. Hecould
seetheelectriccurrentthrough aloadresistanceconnectedbetweentwoelectrodes

oftheprobe,whichweresetfewmillimetersapartinthedirectionoftheshockwave

propagation. Typicalwaveform observedonan oscilloscopeshowedafaStriseup
andLollowingexponentialdecay.

n ise.m.∫.showedacharacterOfrotlghlyconstantcurrentsourceintheregion
of75to70W oHoadresislaJICe. B∝ atlSetheintensityoEthederivedcurrentdepended
ontheeffectivesurfaceareaoftheprobes,itseemedthephenomenoncameErom the

collisionsoEionizedparticlesontheprobes. Theauthorattemptedtoexpldnthe

observedphenomenawith theconceptofplasma'spotentialanditsrelatedproperties.

I. は しが き

コ バ ル ト錯 塩 の 爆 発 性

水 島 容 二 郎*

化合物は秦外多数あるのではないかと思われる｡

爆発性であるとは思われていないが,共は爆発する コバルト錯塩は分子内にニト｡基.胡散益,過塩素

TBtlle1Typicalcomp)eXSaltsoLcobaltAndchromium

仁co(NHS)6〕(NOβ)J

〔Co(NH-)e〕(C10一)3

【CoeJ)J〕(CIC.)I

〔Co(NHl)I(ONOz)〕(NO暮)Z

〔Ccenz(NO;)王〕NO王

仁co(Ntも).(NOB)2】NO-

NH.lCo(NHJ)i(Not).l

Co(NH.)1(NO王)I

Co(NH))-PO3)8

〔Cr(NH3)6〕(Nod)I

〔Cr(NHl)6〕(C10-)3

〔Cren事〕(NOI)3

〔Crez)J〕(CIO.)I

〔(NHl)rCol02-Co-(NH,)S〕(NO-)I

〔Co(NH暮)I(NO2)I〕NH一･HzO

〔Co(Not)6〕(NHl)3

Coo+9N+8H20+H2

Coo+6N+9H20+20+3CI

Coo+6N+IlH!0+3Cl+6C+HL

Coo+8N+7H20+1/王H王

Coo+7N+5HtO+3H三十4c

coo+7N+6H=O

Coo+7N+5H:0+20

Coo+6N+4.5Hz0+0.50

Coo+6N+4.5H20+3.50

1/壬Cr203+9N+7.5H20+)H

1/lCr103+6N+9H20+1.50+3C1

)/!Cr!03+9N+7.5H!0+9H+6C

L/!Cr20J+6N+10.5H20+3H+3C1+6C

2CoO+15N+15HiO

Coo+7N+6H王0+20

Coo+9N+6Hi0+50

(+)OxidizAbilityoEfreechlorinei8neglected.
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酸基,アミノ基,アンモニヤ基を含み得るから,適当

な組成の錯塩は爆発性を示しても不愚衆ではない｡革

者は20年以前この範の錯塩を合成して以来,その爆発

性を検したいと思っていたが,今回その機を得た｡

コバル ト錯塩は合成容易で,多くの範頼1)が知られ

ている｡

その中でも燥発性があっても不自然でないものを

Tablelに示す｡その中で酸素価の正なるものは被酸

化剤と況合することにより発熱量を増加させることが

できる｡

2. 夷 験

Tablcl中トリニトロトリアンミンコバ ル トCo

(NHS)8(NO皇)3を飲料に選んだ｡ その理由は組成が

完全故化に近い点と,合成容易の点である｡

2.1 台 成

文献1)に従って90部の進化コバル ト6永盤を250部

の水に浮解する｡これを100部の盤化アンモニウムと

135部の亜硝酸ナトリウムを750部の水に溶かした浮

液と500部の20%アンそこヤ水との振合液に加える｡

空気を数時間欺しく通じてかきまぜ,かつ敢化すると

暗褐色となり,さらに長時間継続すると朱色の結晶が

qT出するので,iFi一別乾燥する｡

･得た結晶は発色の催い粉末で毅湿性はなく,水に鼓

分溶けて無味の発色液を作る｡

純度は測定しなかったが,合成を繰返す轟に色相の

典なったものが得られ,後述の鉄管筑敦で起爆される

感度が変動するように見えたので,純度は極めてよい

とは官えない｡

2.2 魚 分 解

本耽料を急速に加熱するに払解も発火もすることな

<分解する｡敦mgをとりアルミ平掛 こ密封Lfhrkin･

JSo Eoo 150 3OOFiq.I DTA-curveoECo(NHS)8tNOZ)3

Yol.28.No.I,17m Elmer社製 DSC-)B型示差無

量計 にかけ,Fig.1の曲線を得た｡立ち上クの温度は 2509

C.ただし温度上昇率はPC
である｡文献王)

にある各種薬の示差熟曲線の立ち上りはピクリン酸 200oC,TNT200oC,テトリル )70PC,ヘキリ

ーグン280oC等である｡2.3 悌 焼 蝕試料約

1gをベルテローマーラー型熟丑計に入れ,骨法により燃坑熱を測定し,3回の平均値として 252,7

kcal/mo]を得た｡ ポンプ内に極小丑

の赤色水砕液と不袴性灰色攻津を娩した｡この溶液は殆んど中性で

あった｡赤色溶質は硝酸コバル トと推卸される｡放浮は色と不溶

性の点よりCoO と准倒される｡硝酸コ′,'ル トの

生成を無祝し,Tablel中の式のように分解するとして,本錯塩

の生成熱は109kcal/JnOlと計昇れる｡ただしC

oO とHヱ0 の生成熱ま文故l〉によった｡この熱

量は一般爆薬の位と大差がない｡2.1 落 槌 感度JIS冗48]0に従って 5kgの落槌で試料に衝撃も

加えて発火の生否を壊した｡ 試

料は JIS法 でな くFig･2の共銅製カップに入れ鋼柱で押えた｡ 結果はTabl

e2に示す｡Sted恥uer さ.ト｣QOI

IFig.2 Sampleholderinlilllm mert

estTAble2 FaJIHaJnmerTest(5kg

)Height(cm) 1 50 30 20

No.oEfiredNo.oftest 2/2

2/6 0/62.5 鮮血臼砲価JISK

4810に従い10gの試料を縛某紙包とし確気雷管を付

し測定した｡雷管 )発のときフレ角は5'561,2発

同時使用のときは 10'38′であった｡起燈される感齢ま通常の燦薬より鈍感なことを示している｡TNT

を基準と



2.4 鉄 管拭 故

外径 25mm,内厚 3mm,長さ 200mmの銅管に

試料を装填蘇皮0.7に充填し,萄F気笛管 l発を端部に

付し,起爆するに超接した｡数回拭みるに同様であっ

た｡回収破片の一例を写出に示す｡この場合鋼管仰面

に穿孔し導爆線を付するに常に爆発した｡
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Photo.Fragmentsofsteelpipeinwhich
thesamplewasexploded.Line
inlervaloLgmticu]eis3cm.

外径 35mm,内径27.5mmの碓質塩化ビニル管に

充填し(A=0.53),内地両をボール紙で閉じた容器で

は全く世羅しない｡
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4. む す び

供託のコ′ミル ト錯塩は一応爆発性を有することが明

らかになった｡この錯塩のように分子内に,また混合

物として酸化性,被酸化性成分を含み解るものは多数

あるが,これらについて爆発性を予想しても差支えな

い｡しかし感度については必ずしも鋭感とは官えない

ので,取扱危険とは断定できない｡多くの場合は爽際

上危険性なしとしてよいのであろうが,佃佃について

の検討は必車であろう｡

本実験に供した錯塩は特に危険とは思えないが,促

薬成分として利用可能かも知れない｡

コバル ト以外の転移金属も同様な鋪塩も作り科るの

で,爆発性のある盤の可能性がある｡またこれらの蹄

盤は特殊の重金属原子を含んでいるために燥連理姶上

にも興味がある｡
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ExplosibilityofaCobaltComplexSalt

by Y.Mizushima

Cobaltcomplexsaltswhichhavenitr0-groupsandcombustiblebasesintheir

moleculeshaveapossibilityofexplosion.

Amongthosetrinitrotriamminecobaltwastestedasfollows:

1) Itisyellowishpowderandalitdesolublei一lWater.

2) TheDTAcurveindicatesthedecompositiontemperatureisabout205℃.

3) Theheatoffomationisestimatedas109kcal/moIfromcalorimetry.

4) Thefallhammertestgivesaboutthesamesensitivityvalueasthoseof

ordinaryexplosives.

5) Theballisticmortarvalueis46% of血atofTNT.

6) TheinitiationoEthesampleiTLaSteeltubebyaNo.6detonatorissuccessEu],

whilethatinahardpolyvinylchloridetubewashiled.

Though thissaltdoesnotseemtobesodangerousasordinaryexplosives,it

shouldgenerallyberemarked thatthereisapossibilityofun e5LpeCted e9EPlosioA

hazardofsubstanceswhicharenotconsidered as鑑plosiveagents.
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